第23回　小山市地域公共交通会議　議事要旨

■開催の概要
　□日　　時：2015.06.26　13:30～15:00

　□会　　場：市役所　大会議室北
　□出 席 者：大久保（市長代理：宮嶋）、高橋（１号議員）大山、中島、生沼、大橋（代理：福島）（以上、２号委員）、島田、鉢村（以上、３号委員）、西根、田中、佐山、福田、川又岡田、慶野（以上、４号委員）、久米（５号委員）、宮本、森戸（代理：寺内）、鈴木（７号委員）、石井（８号委員）、永井（９号委員）、山本、大森、曽篠（代理：須賀）、嶋田（代理：伊勢）（以上、10号委員）　計24名
　□内　　容：

（1）平成２６年度運行状況について
（2）小山市生活交通確保維持改善計画について
（3）新市民病院への路線再編について
（4）デマンドバス運行内容の変更について

（5）小山市コミュニティバス（デマンドバス）の実証運行事業に係る事業者選定公募型プロポーザルの実施について

 (6) その他　
議事に先立ち、新委員への委嘱状交付が行われた。

また、会長に大久保市長、副会長に永井委員、野口委員が選出された。
■議事要旨

（1）平成２６年度運行状況について
事務局より、資料１に沿って説明があり、質疑応答ののち了承された。

（2）小山市生活交通確保維持改善計画について
事務局より、資料２に沿って主な変更点についての説明があり、質疑応答ののち了承された。

（3）新市民病院への路線再編について
事務局より資料３に基づき説明があり、質疑応答ののち了承された。

（4）デマンドバス運行内容の変更について

事務局より資料に基づき説明があり、質疑応答ののち了承された。

（5）小山市コミュニティバス（デマンドバス）の実証運行事業に係る事業者選定公募型プロポーザルの実施について

事務局より資料４に基づき説明があり、質疑応答はなく了承された。

（6）その他
1 羽川線の一部ルート変更について
2 オーバスまつりの開催について

3 間々田駅西口のバス停の移設について

事務局より資料に基づき説明があり、質疑応答はなく了承された。

（以　上）

■主な質疑応答
（1）平成２６年度運行状況について
（委員）
当社では自主運行している桑東部路線がある。中型バスを市の半額補助の協力で高岳線に導入し、コストは少し増加したが、利便性は向上した。また高岳線で使用していた車両を大谷方面に転用して活用している。

　　　ノンステップ車両は利用者からも好評である。

（委員）
間々田東西線の収支率が低いが、例えば車両を小型化することによるコストの削減などは可能か？

（事務局）
天候によって利用者に変動があるため、積み残しのないように最大需要に合わせて車両を選んでいる。サイズの異なる車両を複数確保するほうがコストがかかる。
今後も高齢化に合わせて低床、ノンステップ化を図っていきたいと考えている。

（2）小山市生活交通確保維持改善計画について
（委員）
この計画の主な目的や課題は？

（事務局）
　この計画書は、市の交通体系の整備を目標として、その事業内容と補助申請の内容を
１年毎に評価し、国で確認して改善を図るものである。
（委員）
この計画での改善点はまず収支であるのか？

（事務局）
　　　収支も改善点ではあるが、公共交通は生活の足を持てない方々への福祉的な意味合いもある為、運賃は上げられない。経費を抑えることで改善を図る。デマンドバスについては登録率の向上と利便性の向上を重視している。なおバス利用者数は県内トップクラスである。

（委員）
利用者の声はどのように収集しているのか？私たち委員が手伝えることはあるのか？

（事務局）
　バス車内に備え付けの意見書、１０月の乗り込み調査、必要に応じたアンケート（1,500名を対象とした新市民病院アンケートを実施済み）などである。
（委員）
それらの結果概要も次回拝見したい。
（委員）
東島田、三拝川岸などの地区は以前運行していた路線バスがなくなってしまった。今後は新市民病院も遠くなる。
バス停に屋根がなくて、高齢者が安心して待てる環境にないなど課題がある。都市部と農村部にはいろいろな違いがあり、農村部のことを配慮して欲しい。
私たちの地域には７５～９０歳の高齢者が４７名いる。再度利用の声をかけていくので、運行環境も改善して欲しい。いきいきふれあい参加者にもアクセスの提供をして欲しい。

（委員）
デマンドバスと路線バスの役割分担はこれまでもいろいろと考えて来たと思うが。

（事務局）
　計画の当初は各地域にまんべんなく路線バスを走らせた。その結果として「バス停まで遠い」、「買い物の荷物が重くて大変」、「所要時間が長い」という意見があり、その改善策としてデマンドバスを提供した。しかし「予約が面倒」、「乗り換えが面倒」という声は残っている。今回の事業者契約の更新に伴い、さらに改善策も検討したい。

（3）新市民病院への路線再編について
（委員）

平成２８年１月にダイヤ改正を行い、その後３年間運行するということか？

（事務局）

平成２８年１月４日にダイヤ改正を行う予定である。この改正案が了承されたら、まずは利用者への告知を行い、意見を伺い必要な手直しを行った上で運行を開始する。
改正後に再度意見を聞き、必要な改善を行うが、利用者を混乱させないように内容や頻度は必要最小限にしていく。

（委員）

間々田東西線のルートについて、出席委員の地元を通らない箇所がいくつかあるようだ。今後地元からの意見が出る可能性もあるので、その際はそれをよく聞いて欲しい。
（事務局）

当該地域については、デマンドバスで直接通院できるために、それを踏まえた上で新市民病院線のルートを検討していることをご理解願いたい。

（委員）

みんな、新市民病院へのアクセスについては心配している。地元もまだよく知らないようだが、どのように周知していくのか？

（事務局）

沿線地域（おおよそバス停から半径300ｍ以内）、既存利用者を中心にこれから周知を図っていく。小山市のバス路線は「小山駅からどこへでも行ける」ことを基本方針としている。どうしても乗り継ぎが生じるが、乗り継ぎ割引と高齢者割引で、実質的に高齢者は片道100円で行けるように配慮している。
（委員）

大谷地区の自治会長を集めるので、説明会を是非開催して欲しい。

（4）デマンドバス運行内容の変更について

　

（委員）

今回の改善については、新たな技術改善ができたことによるのか、それとも事務手続きを工夫したことによるものなのか？
（事務局）

予約の手続きを改善して予約時間の短縮を行い、タクシーの経営を圧迫しない程度に利便性を改善した。
（5）小山市コミュニティバス（デマンドバス）の実証運行事業に係る事業者選定公募型プロポーザルの実施について

＊質疑応答はなし

（6）その他

＊最後に全体を通しての質疑応答
（委員）

当会議と委員会の位置づけについて、新任委員もいるので再度説明願いたい。

（事務局）

当会議が市の公共交通に関する最高機関であり、必要な各関係機関の方々に出席していただいている。委員会はその下部組織であり、実質的な検討を行った後に当会議で最終協議をしていただくことになっている。

（委員）

本日の資料である「計画書」が基本となるものであり、これに対する意見を伺って、その内容を反映することが目的となると考えている。その意味で、資料には（案）と表記していただき、了承された時点で（案）を削除していただきたい。

ルート改変後、半年程度で運行上の課題などが明らかになると思うので、それらを整理した上で見直しをしたい。周知にはいろいろな方法があるが、一番効果があるのは利用者からの口コミだと思う。

（委員）

新市民病院開院に伴う再編成に向けて、今後１年間の事業スケジュールも理解しておきたい。

